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（午前１０時 開会） 

○塚本崇委員長 ただいまから駅前等再

開発特別委員会を開会いたします。 

 まず、理事者から挨拶を受けます。 

 森山市長。 

○森山市長 おはようございます。 

 連日の常任委員会に引き続き、本日は、

駅前等再開発特別委員会をお持ちいただ

きまして、大変ありがとうございます。 

このたびの議会の改選で、新しく就任さ

れた委員長を初め、委員の皆さん、１年間

どうぞよろしくお願いいたしたいと思い

ます。 

 本日は、令和３年度決算の本委員会所管

分について、ご審査をいただきますけれど

も、何とぞ慎重審査の上、ご認定いただき

ますよう、よろしくお願い申し上げます。 

 一旦退席させていただきます。 

○塚本崇委員長 挨拶が終わりました。本

日の委員会記録署名委員は、南野委員を指

名いたします。 

 暫時休憩いたします。 

（午前１０時１分 休憩） 

（午前１０時２分 再開） 

○塚本崇委員長 再開いたします。 

 認定第１号所管分の審査を行います。 

 補足説明を求めます。 

 武井建設部長。 

○武井建設部長 議案第１号、令和３年度

摂津市一般会計歳入歳出の決算のうち、建

設部が所管しております事項につきまし

て、目を追って主なものについて補足説明

をさせていただきます。 

 まず、歳入でございます。 

 決算書の４４ページ、款１５国庫支出金、

項２国庫補助金、目４土木費国庫補助金の

うち、千里丘駅西地区再開発に係る社会資

本整備総合交付金でございます。 

 ５４ページ、款１６府支出金、項３委託

金、目２土木費委託金のうち、連続立体交

差事業調査委託金、電線共同溝整備委託金

でございます。 

 続きまして、歳出でございます。 

 １７６ページ、款７土木費、項４都市計

画費、目２街路事業費のうち、阪急京都線

連続立体交差事業に係る権利購入費や物

件移転等補償費などでございます。 

 １７８ページ、目５再開発事業費は千里

丘駅西地区再開発事業に係る調査計画等

委託料などでございます。 

 以上、建設部の所管いたします決算の内

容の補足説明とさせていただきます。 

○塚本崇委員長 説明が終わり、質疑に入

ります。 

 野口委員。 

○野口博委員 最初に質問させていただ

きます。 

 阪急京都線連続立体交差事業、決算概要

の１２６ページです。 

 改めて、令和１５年度、２０３３年度を

めどに、この事業に取り組んでおりますけ

ども、令和３年度時点で、予算面や関係権

利者についての到達状況を教えていただ

きたい。 

 ２点目、事業費が当初は４３７億円でし

た。途中の資料で４３２億円になっており

ます。この予算全体から見た到達状況も、

合わせてお示しいただきたい。 

 次に、千里丘駅西地区再開発事業、決算

概要１３０ページです。 

 当初予算が約７億９，０００万円で組ま

れて、決算額が約６億２，０００万円、７

８．２％の執行率です。 

 まず、令和３年度、６月末の事業計画決

定の作業をしながら、いろんな動きがあっ

た１年であり、大事な局面に入ってきてお
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ります。その流れの中で、令和４年度、権

利変換計画が縦覧されて、認可に向けて動

いていることにつながってきております

ので、令和３年度の取り組み状況について、

全体として、お示ししていただきたい。 

 二つ目は、総事業費が２４１億円で設定

されました。令和４年度から令和８年度の

中期財政見通で、千里丘駅西地区再開発事

業は、事業費が１０８億円と示されていま

す。この中期財政見通、１０８億円の見方

と、２４１億円の総事業費の見方について、

関連も含めて到達状況を教えていただき

たい。 

 今申し上げたように、令和４年度の権利

変換計画につながっていくわけでありま

す。決算でありますが、関連性があります

のでお聞きします。今回の権利変換の結果

について、どういう評価をお持ちなのか、

３点目としてお尋ねいたします。 

 １回目は、以上です。 

○塚本崇委員長 それでは、答弁を求めま

す。 

 藤井課長。 

○藤井連続立体交差推進課長 それでは、

連続立体交差事業に関するご質問に答弁

申し上げます。 

 まず、１点目の令和３年度での到達状況

につきましては、主に用地取得を進めてお

り、用地の取得率、面積割合で約２６％の

取得が令和３年度で完了しております。こ

ちらの率につきましては、おおむね計画ど

おり進むことができておりまして、令和５

年の工事着手に向けて粛々と用地取得を

進めている状況でございます。 

 ２点目の事業費の全体事業費に対する

割合についてのご質問です。認可の事業費

につきましては４３２億円でございます。

認可を取る前に国費を活用して調査も含

めますと、その調査費が５億円ありますの

で、トータル４３７億円の全体事業費とし

て管理をしております。その４３７億円に

対しまして、令和３年度まで約４２億円の

執行でございまして、率にしますと約１

０％、こちらもほぼ認可どおり進むことが

できております。 

 以上でございます。 

○塚本崇委員長 杉山課長。 

○杉山都市計画課長 それでは、千里丘駅

西地区再開発事業についてのご質問にお

答えいたします。 

 令和３年度の事業全体での取り組みで

ございますが、令和３年度につきましては、

まず、事業計画決定に向けた認可手続を進

めまして、令和３年６月３０日に事業計画

を決定いたしました。 

 また、事務報告書２２６ページから２２

７ページに記載しております、設計等の業

務委託を実施しております。このほか、関

係権利者との面談を行いまして、権利変換

や移転に係る内容についてご説明し、あわ

せてご意向の確認をさせていただき、権利

変換計画案を令和３年度に策定したとこ

ろでございます。令和３年度は予定どおり

事業を進めることができたものと考えて

おります。 

 次に、事業費についてでございます。 

 全体の事業費は委員がお示しのとおり、

今後決定いたします特定建築者が施工す

る建築工事費が含まれておりますので、全

体事業費から見て進捗状況がどうかは一

概に申し上げることはできませんけども、

市が負担する中期財政でお示ししている

額につきましては、現在の金額で申し上げ

ますと１０％程度の執行率であります。先

ほど申し上げましたように、全体的には事

業自体は予定どおり進んでおることで認
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識いたしております。 

 最後に、権利変換の計画の評価について

でございますけども、権利変換計画につき

ましては、権利者のご意向を確認しながら、

また、本市で検討を進めてまいりましたゾ

ーニング等、そういったことも含めて策定

いたしましたので、権利変換計画が単純に

いいか悪いかということではなく、全体を

とらえて策定したものと考えております。 

 以上でございます。 

○塚本崇委員長 野口委員。 

○野口博委員 阪急京都線連続立体交差

事業であります。 

 用地買収の到達が約２６％との話であ

ります。予算的には約１０％です。いつも

議論されていますけども、関係権利者への

対応について、寄り添った対応を求めてき

たわけであります。ここら辺の地域が多く

は仮線が該当することになります。市役所

の対応に基づいて近くの不動産屋の紹介

で転居された方もおりますし、解体して今

転居先を探している方、仮の住居を構えた

方とか、いろんな方々がいらっしゃるわけ

であります。令和３年度、そういう権利者

対応の中での苦労話も含め、どういう対応

をなさってきたのか、教えていただきたい。 

 千里丘駅西地区再開発事業であります。

令和３年度は令和４年度に向けて、最終的

には権利変換計画の案まで策定しました。 

 それで、令和４年度に入りまして、ご承

知のとおり、権利変換計画案の縦覧があり

ました。今認可手続に向けてやっています

けど、その辺の状況についてお話を聞きた

い。 

 地元権利者の内訳として、土地所有者が

３１名、借地権者が１５人、借家権者が約

６０人であります。この地元権利者が、権

利変換計画の案の中でどういう権利変換

を求めてきたのかが、関心事です。私もそ

の縦覧をしてきました。皆さんご承知だと

思いますけども、例えば、このタワーマン

ションに対する入居率が、地元権利者では

約８件です。３４５住居の中で８件しかな

いわけです。店舗部分については、地元不

動産業者を中心として、特に１階で確保さ

れようとしております。その他大中小の土

地所有者、借地権者を含め、店舗の区画を

確保して、今後展開の中で出てくるディベ

ロッパーに委託して利益を還元してもら

う。こういう地元権利者の権利変換状況で

あります。結果としては、地元権利者が、

いわゆる権利変換によって地区内の建物

に入居する率が大変少ない点では残念だ

と思っております。 

 そういう状況について、担当として、ど

ういう受け止めをされているのか、２回目

お願いしたい。 

 それと、再開発審査会が重要な役割を果

たします。いろんな意見書について、それ

をどう判断するか、大事な役割を持ってい

るところであります。昨年このことも指摘

をしました。委員の中にいわゆる地元権利

者の数が、７名中２名で、きちっと反映す

るのが難しい体制の中で出発しています。

結果は大体分かっているのですけども、そ

の辺の再開発審査会の状況と、今回の権利

変換計画案に対する意見はどういうもの

なのかを合わせて、その動きについて教え

ていただきたい。 

 令和３年度に事業決定を行いました。令

和４年度に間もなく権利変換計画が認可

されようとしています。これを受けて、令

和５年度に土地の明け渡しも含め、実際の

目に見える形で動いていくことになるの

です。細かい話ですが、今後いわゆる地元

権利者に対する金銭の支払い状況も含め、
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全体としては特定建築者がいつ頃決定さ

れて、動いていくのか、令和５年度の明け

渡しまでの動きについて、教えていただき

たい。 

 もう１点、多額の税金を投入して開発を

進めていく駅前の一等地であります。計画

の中身は別にして、市民から見てあそこに

市民の方々が利用できる公共施設を入れ

てほしい気持ちもあるかと思います。いろ

んなＰＲビデオもつくっていただいて宣

伝は各地域でされています。摂津市民の

方々が、あの駅前再開発のビルの中に何か

自分たちが利用できる施設をつくってほ

しい思いもあると思うのです。そういう点

では、権利変換計画が終わった後でも構い

ませんので、どういう内容を望まれている

のか、一回市民のご意見を聞く場を設定し

てもらいたい。今の時点の取り組み、考え

方について、教えていただきたい。 

 それと、地元周辺商店との関係でありま

す。 

 いろいろ対応していきたい話が出てお

ります。実際は、どういう協議がなされて

きたのか、これからどういう格好でやろう

としているのか教えていただきたい。 

 以上です。 

○塚本崇委員長 では、答弁を求めます。 

 藤井課長。 

○藤井連続立体交差推進課長 阪急京都

線連続立体交差事業に関するご質問にご

答弁申し上げます。 

 権利者は、やはり個々で状況が違います

ので、疑問点が多い方もいらっしゃれば、

割と少ない方もいらっしゃいます。その疑

問点に対して一つ一つ、丁寧に回答して納

得していただいた上で、契約していただい

ております。長い方につきましては、２年、

３年と交渉に時間がかかる方もいらっし

ゃいます。 

 あと、可能な範囲ではございますけれど

も、ご家庭の都合に合わせて、例えばご病

気をされて入院されたとか、お子さんの学

校の都合とか、そのあたりのスケジュール

があれば、我々のスケジュールもあります

けれども、可能な範囲で調整して、交渉を

進めております。 

 以上でございます。 

○塚本崇委員長 杉山課長。 

○杉山都市計画課長 それでは、千里丘駅

西地区再開発事業についてのご質問にお

答えいたします。 

 まず、再開発審査会についてでございま

す。委員がご指摘のとおり、審査会委員に

つきましては、地区内の権利者の方は２名

で、その他法で定められている１号委員、

２号委員区分がございますけども、１号委

員の方が５名で、全体は７名で進めており

ます。委員会の委員の選定に当たりまして

は、本事業を総合的にご判断いただけるよ

うに、学識経験者や、地元の権利者の方か

ら選定させていただきました。地元の権利

者の方に関しましては、地区内に権利を有

する方との規定がございますので、転出さ

れる方はその時点で地区内に権利がある

ものが消滅することもございますので、こ

れまで個人面談を重ねていく中で、ご意向

を確認してやってきておりました。そうい

った中で地区内に権利を変換される意向

をお聞きしているところも踏まえて、地元

の権利者の方の２名の選定をさせていた

だいたところでございます。 

 権利変換計画につきましては、縦覧をい

たしましたけども、意見書の提出はござい

ました。ただ、こちらは再開発審査会にお

きましても非公開とさせていただいてお

りますので、権利変換計画に対する意見は
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ございましたが、詳細につきましてはご答

弁を差し控えさせていただきます。 

それから、今後の対応で、令和５年５月

の明け渡しに向けての動きでございます。

現在、権利変換計画の認可の手続を進めて

おりまして、１１月から１２月頃には決定

するよう進めております。特定建築者の公

募につきましては、権利変換計画決定後に

公募をすることになります。権利変換計画

決定後、それ以降に特定建築者の公募を開

始しまして、年度内には選定をしてまいり

たいと考えております。 

 それから、地権者の方々への補償につい

てでございます。権利変換計画が決定しま

したら、権利変換期日ですとか、土地の明

け渡し予定時期に合わせて補償を行って

まいるところでございます。補償につきま

しては、全ての方に十分にご理解いただけ

ているかといえば、そうでない部分もある

と認識しておりますので、引き続き、権利

者の方へは丁寧に対応してまいりたいと

考えております。 

 公共施設につきましては、以前、庁内で

意見照会をしまして、どういった公共施設

が導入できるかといった意向を調査しま

した。最終的には区画を取得するところで、

相当な費用がかかるので断念された結果

がございます。 

 市民の声を聞くことに関しましても、交

番の設置を要望するといったお声はいた

だいておりましたが、交番に関しましても、

近隣に交番があるので、新設するのは難し

いとのことで、警察署との協議が済んでい

るところでございます。 

 これから公共施設の導入について、市民

の声を聞く場を設けるかどうかは、現時点

では考えておりません。またそういった声

があれば、計画がいろいろと進んでいく中

で、対応できることも限られてきますが、

そういった声に対してどういった対応が

できるかは、その時々で検討してまいりた

いと考えております。 

 最後に、地元商店との協議についてでご

ざいます。 

 これまで、商業用の施設をどういった形

でテナントとして導入するかを検討する

中で、周辺にある商店がどういった業種の

ものがあるかを踏まえながら検討してき

ております。直接的に地元の商店の方々に

意見を聞く場を設けることはできており

ませんでした。ただ一方で、まちびらき後

の取り組みが非常に大事とのことで認識

しておりまして、再開発事業完了後のまち

びらきに当たっては、エリアマネジメント

の組織を構築していこうと考えておりま

す。そういったところで、地元の方々も一

緒に巻き込みながら、一体的ににぎわいを

創出することができればと考えておりま

す。 

 権利変換の結果についてでございます。 

 転出される方と権利変換をされる方は、

これまでも答弁申し上げてきましたが、権

利変換を希望される方は非常に少ないと

ころでございます。 

 こちらについて、我々としましては、い

いか悪いか、評価することはできませんの

で、その結果としてどうかはご答弁申し上

げにくいところがございます。地元の権利

者の方々の中で、例えば権利変換をされる

場合になりますと、単純に引っ越しが２回

必要になるとか、そういったこともありま

す。そういったことを懸念されて断念され

る方もいらっしゃいますし、地区外で新た

な移転先を見つけて、商売をすることを希

望されている方もいらっしゃいます。そう

いったご意向を全体的にとらえて策定し
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たものが、今回の権利変換計画でございま

すから、その結果の人数に対しては、結果

がそうであったとのことになろうかと考

えております。 

 以上でございます。 

○塚本崇委員長 野口委員。 

○野口博委員  阪急京都線連続立体交

差事業です。対応の面ではいろいろ苦労も

多いですけども、頑張って引き続きよろし

くお願いしたい。 

 そこで、これから、仮線の問題とか、摂

津市駅の駅前広場とか、全体の計画図面に

ついて、実施設計を受けて動いていく。令

和５年度から立ち退きを開始し、工事も若

干ながら始まっていきます。そのあたりの

ことを分かりやすく、お答えいただきたい。 

 千里丘駅西地区再開発事業であります。

いろんな権利者の状況によっては、単純に

権利変換をさせていただいて、それでだけ

で頑張ることができない方もいらっしゃ

るわけです。高齢の方々が一回立ち退きし

て、戻るにしても、別のところで住居を構

えて、また引っ越しする点では、そういっ

たしんどい状況の中で、今この事業が進め

られている。そういう点もぜひ見ていただ

きたい。結果的に少ない人数しか権利変換

をされなかったことを厳密に見ていただ

きたい。 

 そこで、再開発審査会の関係で、意見書

については答弁できないとの話でありま

した。今日は、３４枚の僕のチラシを持っ

てきました。千里丘駅の東口側は、１９８

８年３月９日に権利変換計画の認可決定

をしているのです。そのときのチラシです。

２６名の権利者が、意見書を出しているの

です。当時は、千里丘駅西地区と状況は違

いますので、多くの方々が自ら勉強なさっ

て、いろんな動きもしました。再開発審査

会の構成も、以前申し上げたように、地元

の権利者の方が過半数です。そういう点で、

いろんな動きがあって、再開発審査会もそ

れに応え、不承認とか取り下げとか、裁判

とかもありました。そういう動きをお互い

が積極的にやりながら不十分ながらも進

んできたわけです。そういう点で、対応す

るべきだと申し上げておきます。今回の意

見書の件数だけでもお答えいただきたい。 

 公共施設の問題であります。 

 市民のいろんなご意見を計画に反映す

べきだとの話であります。一般的には特定

建築者の利益率は、２割３割と言われてい

ます。そういう絡みの話もいろいろ相談し

ていただいて、地元で仕事をしていただい

たけども、それだけ利益があるから、こち

らの負担を少なくする意味での交渉もあ

りです。それを見越しながら、市民の方々

のご意見を聞いていただいて、お金がかか

らない方向で努力していただきながら、公

共施設を活用して検討することを考えて

いただきたい。この点は、部長からご答弁

いただきたい。 

 地元周辺のことであります。商店との関

係では、まちびらき後の話です。例えばデ

ィベロッパーが入ってきて、その店舗につ

いてどういう展開をするのか分かりませ

んけども、地元の周辺商店としては、新し

いビルの中で同じような商品を扱ったら、

商売上困難になることもあるわけです。取

り扱う商品が重複しないようにすること

も当然必要になってきます。だから、まと

めていく中で少なくとも権利変換計画後、

そういう協議をする場を設定して、ともに

再開発事業を仕上げていく。仕上げていく

過程で一緒に協議をしていただきたいと

強く申し上げておきます。 

 それで、これまでいろんなことを申し上
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げてきました。権利変換計画の関係で、マ

ンションを選択した場合の従前の資産額

についても議論したことがあります。グロ

ス価格とネット価格の問題であります。 

 以前、基本的な金額の資料はいただいた

ことがあります。例えば今回の従前の資産

によってマンションを選択した方のこの

評価の変換の考え方は、グロス価格にした

のか、ネット価格にしたのか。グロス価格

は、タワーマンションの共用廊下とかエレ

ベーターとか共用も含め、変換を考える考

え方で、ネット価格は単純に、専有部分で

計算して決めます。そのあたりはどうなっ

ているのか、もう一回答えていただきたい。 

 以上です。 

○塚本崇委員長 藤井課長。 

○藤井連続立体交差推進課長 それでは、

連続立体交差事業に関するご質問に答弁

申し上げます。 

 来年度に向けた今年度後半の動きです

けれども、来年度仮線仮駅の前の付替道路

の工事及び仮設の駅前広場の工事に着手

する予定にしております。それに伴って、

今年の後半ぐらい、しっかりその工事に向

けた発注準備等を、進めていきたいと思っ

ております。 

 用地の取得につきましては、まずは付替

道路に影響するところの用地を、しっかり

用地取得を行って、今の計画ではございま

すが、鉄道工事に令和６年度から着手でき

るよう、大阪府、阪急電鉄株式会社とも取

り組んでおります。その前の令和５年度に

は仮線側である南側の用地取得をしっか

り進めていきたいと考えております。 

 以上でございます。 

○塚本崇委員長 杉山課長。 

○杉山都市計画課長 それでは、千里丘駅

西地区再開発事業についてのご質問にお

答えいたします。 

 意見書の件数でございますが、１件でご

ざいます。 

 内容につきましては、先ほど申し上げま

したとおり、ご答弁は差し控えさせていた

だきます。ご了承願います。 

 それから、権利変換の場合の価格の考え

方についてでございます。 

 ご質問は以前にも、本会議の一般質問で

もいただきましたけども、関係権利者の

方々の従前資産に対応した等価の原則に

よって、新しく建築される建築物の一部の

面積に変換されるところでございます。従

前資産評価額を建築物の総工事費のうち、

住宅部分に係る工事費から算出した床単

価で割り出して計算しておりますので、共

有部分を除く専有面積でございます。 

○塚本崇委員長 武井部長。 

○武井建設部長 千里丘駅西地区再開発

事業に関しまして、事業者の利益に応じた

交渉なり、それから公共施設の誘致の点に

ついてのご質問にお答えさせていただき

ます。 

 先ほど委員から、千里丘駅の東口側での

再開発事業の例をご紹介いただきました。

そのときの状況などを今勉強させていた

だいているところですけれど、今回西地区

に関しましても、前例としてそういうこと

も当然活用していきます。今の時点では、

コロナ禍とか、ロシアとウクライナの戦争

によって資材を調達しにくいことや、昨今

の物価高騰により、経済状況も非常に変わ

っております。そういう中で、これから特

定建築者を選定していって、その中でかか

る費用、逆に市に返還される費用等も、こ

れから協議、交渉していく形になります。

公共施設や、市民に利するものについて、

できるだけのものを配置したいと考えて
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おりますので、その点については交渉に努

力をしていきたいと考えております。 

○塚本崇委員長 野口委員。 

○野口博委員 最後にします。 

 阪急京都線連続立体交差事業について

は、令和６年度から仮線工事が始まり、そ

れを中心としていろんな作業をやってい

きます。地権者の状況でありますけども、

全体として高齢化社会で、いろんな状況の

違いもあります。その実態に応じて、頑張

っていただく対応をお願いしておきます。 

 千里丘駅西地区再開発事業で、先ほど東

口側の問題を紹介しました。東口側では、

権利変換計画案に対して２６名の意見書

が出たわけです。これが全て門前払いをさ

れたのです。これに対して、地元権利者の

数十名の方が集まって、いわゆる認可決定

後でも自分たちが今後生活できるように

してほしいとの申し出も行いながら取り

組んできました。その結果、代替地の問題

とか、いろんな不自由な分がありながらも、

独自の対応ができたわけであります。そう

いう点では、今回千里丘駅西地区において

も、条件の違い、権利者の実情は当然違い

ますし、時代も違いますけども、いろいろ

な場面で、地元の皆さん方が今後ちゃんと

生活できる、そういう角度からいつも考え

て、対応していただくよう求めておきます。 

 それで、審査会の問題であります。先ほ

ど課長から、権利変換しなかったら、いわ

ゆる再開発審査会の対象から抜けるとの

話があり、なるほどと思いました。営業所

をなさっている方は金銭補償になったの

で、その実態は分かりました。そういう中

でも、地元権利者の数を過半数にしておく

べきだと、改めて強調しておきます。 

 それと、先ほど要望にしましたけども、

コロナ禍、そしていろんな時代の背景の中

で、商売も大変です。中小の商店の関わり

の問題であります。 

 先ほど強調してお願いしましたけども、

早い時期に協議をなさっていただいて、一

緒にどういう店舗展開するのかを見つけ

出してほしいと思っています。 

 最後に、バスとか、タクシーとか、自家

用車の動線問題です。駅前広場の中で、ど

うなるのか分かりやすく説明いただきた

い。 

○塚本崇委員長 杉山課長。 

○杉山都市計画課長 それでは、ご質問に

お答えします。 

 バス、タクシー等の乗り入れについてで

ございますが、本事業で整備いたします駅

前広場には、タクシー乗り場を設けており

ます。また、吹田市のすいすいバスが現在

乗り入れしておりますので、そのすいすい

バスが停まれるバスベイを設けることと

いたしております。ただ、現時点では、駅

前のロータリーにバス停を設ける計画は

ございません。つまりバス事業者が新たに

路線として乗り入れるかどうかは、全然、

決定していないところでございます。駅前

広場については、大型のバスは乗り入れる

構造にはなっておりませんけども、現在本

市が運行補助をしております市内循環バ

スと同じサイズの中型のバスは導入でき

る形で、駅前広場を設計いたしております。

今後新たに、バス路線が必要な状況になれ

ば、バスのサイズはそういった中型のバス

で検討していくことになろうかと思って

おります。 

 以上でございます。 

○塚本崇委員長 野口委員。 

○野口博委員 産業道路を路線バス通っ

ております。そのバスが話し合いによって

乗り入れることになった場合は、産業道路
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側でさばく考え方があるのか。その辺を聞

かせていただきたい。 

○塚本崇委員長 杉山課長。 

○杉山都市計画課長 ご質問にお答えし

ます。 

 バスが新たに乗り入れることになりま

したら、その停車につきましては、駅前の

ロータリーで検討することになろうかと

考えております。先ほど申しました吹田市

のすいすいバスのバスベイは、ガードと側

道がありますけど、そちらの側道で設ける

形で計画しております。 

 以上でございます。 

○塚本崇委員長 野口委員。 

○野口博委員 最後に、２階のデッキにつ

いてです。ビル風とか、いろんな絡みで雨

降りや、風が強いときが重なった場合は、

オープンであれば通行が困難となる部分

もあります。デッキについてオープンなの

か、ガラスで雨風をシャットアウトする計

画なのかを最後にお尋ねしておきます。 

○塚本崇委員長 杉山課長。 

○杉山都市計画課長 ご質問にお答えし

ます。 

 本事業で整備いたします自由通路の構

造でございますけども、委員がおっしゃい

ますように、全体を囲う形ではなくて、屋

根は設けますけども、全体がガラス張りで

はございません。 

 以上でございます。 

○塚本崇委員長 次に、松本委員。 

○松本暁彦委員 それでは、引き続き質問

をさせていただきます。 

 決算概要から項目を上げさせていただ

きます。 

 決算概要１２６ページ、阪急京都線連続

立体交差事業です。令和３年度の翌年度繰

越額についてです。令和２年度は約５億円

でした。今回は約４，２００万円で、前年

度と比較して大分少なくなっています。そ

の理由についてお聞かせください。 

 ２点目、決算概要１２８ページ、連続立

体交差事業調査委託料についてです。この

内容についてお聞かせください。 

 続きまして、千里丘駅西地区再開発事業

に移ります。 

 決算概要１３０ページ、調査計画等委託

料についてです。決算額が予算額よりも低

いことになっております。その理由等につ

いてお聞かせください。 

 ２点目、事業スケジュールについてです。

先ほど野口委員から質問がありました。令

和３年度については事業認可と、事業計画

の作成、そしてまた、権利変換計画を進め

ていると認識をいたしました。 

 その中で、課題等もいろいろと見えてき

ました。その点、どのようにとらえている

のかお聞かせいただきたい。 

 ３番目です。 

 これは以前にお配りをしていただきま

した再開発事業のチラシです。ゾーニング

を令和３年度でしっかり検討されたと認

識しております。改めて令和３年度のゾー

ニングの取り組みについてどのようにさ

れていったのか、お聞かせください。 

 以上です。 

○塚本崇委員長 藤井課長。 

○藤井連続立体交差推進課長 連続立体

交差事業に関するご質問に答弁申し上げ

ます。 

 執行率の関係ですけれども、主には用地

取得が進んだことによりまして、事業が進

捗して令和元年度、令和２年度に比べて執

行ができて、執行率が上がっております。 

 ２点目の調査委託料の中身ですけれど

も、委託につきましては、主には仮設の駅
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前広場の詳細実施設計や、鉄道工事に伴い

支障となる地下埋設物や水路の移設につ

いての設計業務を進めております。そのほ

かには、前年度からの繰り越しであります

けれども、用地測量の業務や地図訂正業務

なども行っております。 

 以上でございます。 

○塚本崇委員長 杉山課長。 

○杉山都市計画課長 それでは、千里丘駅

西地区再開発事業についてのご質問にお

答えいたします。 

 調査計画等委託料の執行率についてで

ございますが、委員がお示しのとおり、予

算７億８，８５１万円に対し、決算額は６

億１，６８９万８，１００円で、執行率は

７８．２％でございます。 

 令和３年度は事務報告書２２６ページ

から２２７ページに記載しておりますと

おり、設計等の業務委託を実施しておりま

す。このうち、施設建築物実施設計業務に

つきまして、契約の結果、執行額は予算要

求時点の執行見込額に対し、６３．２％で

ございました。これが全体の執行率が７８．

２％となりました一番の理由でございま

す。なお、契約額は縮減いたしましたが、

業務内容を減らしたものではありません

ので、設計業務は予定どおり実施いたしま

した。 

 これからの事業の進捗に合わせた課題

でございます。 

 先ほど野口委員のご質問にも答弁させ

ていただきましたが、現在本年１１月から

１２月頃に権利変換計画を決定できるよ

う手続を進めているところで、また、早期

移転を希望される関係権利者の方々への

補償を行っているところでございます。 

 権利変換計画決定後にも権利変換期日

や土地の明け渡し予定期日に合わせて補

償を行ってまいりますが、補償等につきま

しては十分にご理解いただけていない部

分もあると認識しております。今後も関係

権利者との合意形成が課題であると考え

ております。 

 繰り返し申し上げておりますが、引き続

き、関係権利者の方々へはご理解、ご協力

いただけますよう、丁寧に対応してまいり

ます。 

 商業のゾーニングについてでございま

す。 

 本事業では、これまで、来訪者が滞在・

交流するシンボルロードや、屋上庭園とい

った本市の顔となる駅前にふさわしい施

設となるよう、その規模や機能などについ

て検討を進めてまいりました。令和３年度

は商業業務施設のゾーニングにつきまし

て、子育て世代を中心に幅広い世代の方々

に来訪いただき、にぎわいを創出できる施

設誘致ができるよう、イベントの企画運営

を行っている地元事業者からもご意見を

いただきながら検討を進めてまいりまし

た。 

 以上でございます。 

○塚本崇委員長 松本委員。 

○松本暁彦委員 ありがとうございます。 

 それでは、引き続き質問と要望をさせて

いただきます。 

 まず、１点目です。 

 繰越額が少なくなっていることについ

ては、執行率が上がって、しっかりと進ん

でおり、この金額になったと理解いたしま

した。順調に進んだことで、先ほど野口委

員からありました進捗率が、２６％に到達

しているところです。 

 改めて、具体的な物件数等について、分

かる範囲でどれぐらいなのか、お聞かせい

ただきたい。 
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 続きまして、２点目です。 

 連続立体交差事業調査委託料について

は、仮設駅前広場、またその前年度からの

用地取得等々について理解いたしました。

その中で、仮設駅前広場の設計については、

これから工事等も始まります。令和３年度、

そしてそれは令和４年度にどう反映され

ていくのか、その点お聞かせいただきたい。 

 次に、千里丘駅西地区再開発事業です。 

 １点目につきましては、決算額が予算額

よりも約１億７，０００万円削減ができ、

しっかりと契約どおり物事は進んでいる

と理解をいたしました。非常に大きな金額

を削減されたところは、高く評価したい。 

 市民の方々にも非常に大きな財政負担

になるので、軽減されることはとてもよい

ので、こういう形で、引き続きしっかりと

業務に取り組んでいただきたい。これは要

望とさせていただきます。 

 そして、２点目です。 

 事業スケジュールについて、課題につい

てはどうとらえているのかとお聞きをい

たしました。地権者等との合意形成が大き

な課題であることを認識いたしました。や

はりこういった再開発事業については、地

権者との合意形成が、最後の最後まで一番

大きな山となることは理解しております。

地権者への丁寧な対応は、これまでずっと

各委員も要望しておりました。それについ

ては、引き続き丁寧な対応をしていただく

よう要望させていただきます。ただ、丁寧

な対応をしつつも、事業スケジュールどお

りにしっかりと進めていただきたい。市民

からの期待も非常に高いものでございま

す。また、予算もかかっている中で、事業

自体が遅れてしまうことは、摂津市にとっ

て大きな損失になります。そういったとこ

ろで、地権者を大切にしつつも、様々な課

題に対して柔軟に、適切に対応していただ

きたい。いろいろと地権者からの相談を私

も受けております。難しいところもありま

す。そういったところも理解をしつつ、し

っかりと事業については進めていただき

たいと要望させていただきます。 

 ３番目、ゾーニングの取り組みです。 

 屋上庭園と、子育て世帯をターゲットに

にぎわい、そして地域のイベント企画をす

るところから意見聴取をしていると理解

をいたしました。 

 ゾーニングを検討された中で、令和４年

度の反映状況について、どのように思うの

かお聞かせいただきたい。当然、令和３年

度から検討をしたものは、しっかりと次に

つなげて、具体化することが必要ですので、

その点はお聞きしたい。 

 以上です。 

○塚本崇委員長 藤井課長。 

○藤井連続立体交差推進課長 連続立体

交差事業に関するご質問に答弁申し上げ

ます。 

 令和３年度の契約数につきましては５

０件の契約をいただいております。 

 進捗の面積としましては、全体の２６％

となり、この数字は累計での進捗でござい

まして、前年度に３０件契約いただいてい

ますので、契約件数としましては、合わせ

て累計で８０件となってございます。 

 ２点目の仮設駅前広場につきましては、

現在のバス、タクシー、身体障害者用の乗

降スペース等の機能は維持した上で、張り

出してくる仮駅舎にあわせ、全体面積を若

干縮小し、南側に移動させる形で計画を進

めております。 

 今年度につきましては、先ほども答弁さ

せていただきました、この成果をもとに、

来年度の工事発注に向けた準備を進めて
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いるところでございます。 

 以上でございます。 

○塚本崇委員長 杉山課長。 

○杉山都市計画課長 それでは、千里丘駅

西地区再開発事業についてのご質問にお

答えいたします。 

 商業業務施設のゾーニングにつきまし

ては、駅前広場から府道大阪高槻京都線へ

つながるシンボルロード沿いの１街区の

１階から２階及び２街区の１階はシンボ

ルロードを軸としたにぎわい空間を形成

する地域活性化ゾーンとしまして、物販や

飲食の店舗の導入を考えております。その

他１街区の１階から２階及び２街区の２

階から５階を生活支援及び利便性向上に

資する空間を形成する生活環境支援ゾー

ンとしまして、業務、サービス、子育て施

設の導入を考えております。また、１街区

の３階は屋上庭園と一体となった市民、来

訪者の交流空間を形成する地域交流支援

ゾーンとし、交流施設等の導入を考えてお

ります。 

 これらゾーニングの結果につきまして

は、特定建築者を今後募集していきますけ

ども、そういったところでも示してまいり

たいと考えております。 

 以上でございます。 

○塚本崇委員長 松本委員。 

○松本暁彦委員 ありがとうございます。 

 引き続き、質問、要望をさせていただき

ます。 

 阪急京都線連続立体交差事業の１番目

につきましては、契約件数がトータル８０

件とのことで、着実に進められていると認

識をいたしました。 

 私も近くを通る際には、どんどんふえて

いると実感をしております。しっかりと進

められていることを認識いたします。最後

に、スケジュール等も踏まえ、改めてその

課題について、見えてきたものがあると思

いますので、その点を最後にお聞きしたい。 

 続きまして、２番目のところです。 

 仮設駅前広場について、南側に移動して、

来年度には工事発注をしていくと理解を

いたしました。 

 ここについては、いつも要望させていた

だいておりますが、工事期間中も市民の不

便を最低限にしていただく、その配慮につ

いてはぜひとも要望をします。 

 また、この工事現場の周辺で、駐車場が

なくなっていると多々お話をお聞きしま

す。現状は仕方ないところもあるのかと思

います。そういった中で、少しでもスムー

ズに、そして円滑にしていただくことが非

常に大きな行政としての役割と思います。 

 あと、これは大分先の話ですけども、将

来的な阪急摂津市駅の高架化によるまち

づくりについても、方向性は逐次検討して

いっていただきたい。特に、ここはコミュ

ニティプラザの前のスペースもあります

ので、文化活動の拠点とか、そういった部

分でもすごくいいのかと思っております。

具体的には市民ギャラリーの設置とか、コ

ミュニティプラザと駅構内施設の人との

往来が可能な、そして人が集まり、そこに

滞在できる空間を創出できることも、まち

づくりのために考えていただきたい。少し

先ではありますけども、早くあるべき姿を

計画していくと、よりよい形になろうかと

思います。あわせて、そういったところに、

これまでの課題だった駐車場の確保とか

も盛り込んでいただきたいので、要望とさ

せていただきます。 

 続きまして、千里丘駅西地区再開発事業

の３番目になります。 

 地域活性化ゾーン、生活環境支援ゾーン、
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そして地域交流支援ゾーンと、いろいろと

ゾーンをつくられて、それに沿って今後コ

ンセプトを合わせて中の店舗等考えてい

くと理解をいたしました。これについては、

実際に具体化されることを要望します。 

 やはりコンセプトがずれてしまうと、こ

れも従来言っております、幕の内弁当にな

ってしまいます。他の駅との差別化は図れ

ないので、千里丘駅の特徴、千里丘だから

こそ行きたいなと思ってもらえる、そうい

ったことが非常に重要になってきます。当

然そこには千里丘駅の西地区だけじゃな

く、当然東地区との連携、そして、健都と

の連携が必要です。これから健都の一帯に

人がふえてきます。だから、健都の成果を

しっかりと千里丘駅にも取り込めるよう

にしていただきたい。これは後々のエリア

マネジメントとかの話になってきます。あ

と最近パナソニックスタジアムでイベン

トが開催をされております。歌手の方が来

られて、スタジアムいっぱいに人が集まっ

たことがありました。そこと駅を結ぶ経路、

今は茨木駅が多いです。今後は千里丘駅も

エキスポシティ、そしてパナソニックスタ

ジアムとコラボといいますか、いわゆるバ

スとの連携とかも見据えて、いろいろと計

画を進めていただきたい。まさにそういっ

たときにタイミング合わせて千里丘駅で

イベントをすると、人がさらにふえていく、

様々な要素をとらえて柔軟に対応できる

ところもすごく大事と思いましたので、そ

の点も要望とさせていただきます。 

 以上です。 

○塚本崇委員長 藤井課長。 

○藤井連続立体交差推進課長 連続立体

交差事業に関するご質問に答弁申し上げ

ます。 

 交渉を進める上で、見えてきた課題でご

ざいますが、大きくは２点かと思っていま

す。 

 １点目が、やはり移転先がなかなか見つ

からないとの課題があります。２点目は、

補償の価格に合意いただけないところで

ございます。１点目の移転先は、我々も不

動産情報の紹介とか、できることをやって

おりますけれども、補償価格は基準で決ま

っておりますので、難しい状況でございま

す。 

 今後も、権利者と丁寧な対応を重ねて、

それらの課題の解決に努めてまいりたい。 

 以上でございます。 

○塚本崇委員長 松本委員。 

○松本暁彦委員 最後、要望といたします。 

 こちらについて、やはり権利者との合意

形成が課題であると理解いたしました。 

 この点についても、地権者の対応は、こ

れまで要望してまいりました。これも千里

丘駅西地区再開発事業と同じです。市民の

期待も大きく、予算も相当に費やされる事

業です。課題に対して様々な事態を想定し

準備することを忘れず、スケジュールの遅

延なく着実に進められるよう、要望します。 

 あわせて、阪急電鉄株式会社、そして大

阪府ともしっかりと連携して取り組んで

いただきたい。要望とさせていただきます。 

 以上です。 

○塚本崇委員長 三好委員。 

○三好義治委員 それでは、決算書４５ペ

ージ、千里丘駅西地区再開発の社会資本整

備総合交付金、１億７，５７２万円があり

ます。この件につきましては、べースにな

るのが３億８，５６５万９，０００円かけ

る３分の１、プラス９，４３３万４，００

０円かける２分の１となっているのです。

令和２年度のとき、この社会資本整備総合

交付金、１億２，７３０万円だったのです。
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その内訳が、先ほど言いました国の交付金

で１億４，３７５万１，０００円かける３

分１、プラス３，９１７万８，０００円か

ける２分の１、プラス５，９７９万４，０

００円です。令和３年度になると内訳が二

つに減っている、この意味合いを分かりや

すく説明いただきたいのが１点目です。そ

の中で、表現の問題ですが、令和２年度は

千里丘駅西地区まちづくりとして社会資

本整備総合交付金が交付されました。令和

３年度になりますと、千里丘駅西地区再開

発として交付金が交付されているのです。

この違いは、どういう意味合いでとらえた

らいいのか、教えていただきたい。 

 千里丘駅西地区再開発事業の関係で、決

算書１７９ページです。 

 調査計画等委託料で、不用額１億７，１

６１万１，９００円があります。それぞれ

事業者に対する契約金で差金が生じたの

は分かるのですが、先ほどの交付金をいた

だきながら、この差金の取り扱いは、一般

会計に全て不用額として戻入するのが妥

当かどうかについて確認をしたい。 

 その中身が、事務報告書２２６ページ、

千里丘駅西地区再開発事業で、数字が上が

ってきています。とりわけこの中で、建物

等現況調査・評価業務と公共施設等詳細設

計業務、それから施設建築物実施設計業務

について、金額が２段に分かれて記載され

ています。どういう理由で上がってきてい

るのか、お聞かせいただきたい。 

 それぞれ委託業者が記載されておりま

すけど、これは全て入札で決まったのかど

うかについてもお聞かせください。協力事

業者がもう定まっていて、その範囲の中で

やられているのか、この辺を確認したいの

でお願いしたい。 

 続きまして、事務報告書で標準地鑑定再

評価業務が、それぞれ１７４万５，７００

円で３社に発注をされ、さらに標準地鑑定

再評価業務の時点修正で４８万４，０００

円が、また同じ金額で３社に委託されてい

るのです。この点についてどういう解釈を

したらいいのかお聞かせいただきたい。 

 続いて、埋蔵文化財試掘調査業務が９月

３０日に終わっているのですが、埋蔵文化

財が出てきた場合は、事業計画は相当狂っ

てきます。埋蔵文化財の調査結果は既に出

ていると思うので教えていただきたい。 

 それから、歳入で５５ページ、連続立体

交差事業調査委託金で１９億３，７１５万

５，５５７円があります。これは大阪府か

ら来ている委託金と思うのですが、阪急電

鉄株式会社との連携で、この金額が阪急電

鉄株式会社にも流れるのか、このお金の流

れについてお聞かせいただきたい。 

 実際この委託金で、１７５ページの連続

立体交差事業調査委託料７，１４５万９４

９円、それと次のページの物件移転等補償

費、この費用と阪急電鉄株式会社との関連

性をお聞かせいただきたい。用地買収の進

捗状況が２６％です。阪急京都線連続立体

交差事業の工程を考えていくと、第１ステ

ップとしては東側が第１ステップで、工事

にかかっていくのです。その点で、東側で

の進捗率は一体どうなっているのかをお

聞かせいただきたい。 

 地権者とのいろんな関係については、先

日の一般質問でもいろいろ課題があると

認識しました。仮に、進捗率が８０％や９

０％までいっていても、やはり残りの数パ

ーセントが大きな課題になってくると思

うのです。だから、その課題解決に向けて

の取り組みは、これから見据えていくこと

になります。十分努力していただきたい。 

 あわせて、決算書５５ページで電線共同
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溝整備委託金が記載されていますが、歳出

を見ると、どこにも計上されていない。話

を聞いていたら、千里丘駅西地区再開発事

業に入っているとのことで、実際に委託金

を大阪府からもらいながら、その事業計画

が全く我々にも見えない状態です。この電

線共同溝とは一体何か分からないのです。

だから、具体的に説明いただきたい。 

 １回目は以上です。 

○塚本崇委員長 では、杉山課長。 

○杉山都市計画課長 それでは、千里丘駅

西地区再開発事業についてのご質問にお

答えいたします。 

 まず、交付金の内訳についてでございま

す。 

 決算書は交付金の額に対して、積算の計

算式が記載されておりまして、事業費に対

して３分の１、あるいは２分の１との形で

計算されております。交付金は事業の内容

によりまして国費の率が変わります。本事

業でいいますと、再開発事業区域のうち、

駅前広場にかかる部分は国費率が２分の

１と、それ以外の部分が３分の１となって

ございます。また、委員がお示しの令和２

年度の歳入におきまして、さらにプラス５，

９７９万４，０００円が計算式に書かれて

おりますけども、交付金には、年度間の国

費率の調整制度がございます。法律で国費

率の定めのない事業については、事業の進

捗に応じて交付済みの交付金の返還や繰

り越しの手続をすることなく、各年度の国

費率を調整することができる制度がござ

います。令和２年度におきましては、この

５，９７９万４，０００円の国費に対する

国費対象事業を執行できなかったことで

計上しておりまして、この事業費分は令和

３年度と令和４年度の事業費で調整をし

まして、最終的に事業費と国費の率が３分

の１になるように調整をいたすものでご

ざいます。 

 続きまして、決算書の不用額についてで

ございますが、こちらにつきましては、国

費対象事業費ではなく、市単費部分でござ

いますので、一般会としての不用額で戻し

ます。これに伴って、例えば、国費の返納

が必要になることはございません。 

 続いて、事務報告書に記載の２段書きの

理由でございますが、こちらは当初委託発

注時点から変更契約をいたしたものが２

段書きになっておりまして、下段が変更後

の委託金額でございます。その中で、建物

等現況調査・評価業務についてでございま

すが、こちらが変更になりましたのは、当

初、設計を行いまして発注をいたすもので

ございますけども、建物の区分であります

とか、営業の区分といったものがその積算

基準の中で定められておりまして、設計時

点では登記簿謄本等を確認した上で、区分

に応じて積算して発注するのですけども、

実際に現地に調査に入りましたら、建物の

構造の違いが分かった等の積算との差異

が出てまいりますので、そういったことで

変更が生じたものでございます。 

 続いて、公共施設等詳細設計業務の変更

につきましては、当初設計時点では見込ん

でおりませんでしたエスカレーターにつ

きまして、事業協力者の提案を受けまして、

市内部でも検討を進めた結果、高齢者等の

利便性向上や回遊性向上による商業施設

の利便増に伴い、まちのにぎわいの創出等

につながる観点から、エスカレーター設置

に関する業務を追加し、変更いたしたもの

でございます。 

 続いて、施設建築物実施設計業務の変更

についてでございますが、当初、設計、構

造計算等々を進めていく中で、新たに支持
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層の支持力や沈下に対する条件、これが満

足するかどうかについての確認が必要に

なりましたことから、地質調査に関する業

務を追加し、変更をいたしたものでござい

ます。 

 続いて、鑑定評価を３者に同じ内容で発

注しているのかについてでございます。 

 こちらの鑑定評価業務につきましては、

再開発事業区域内に標準地のポイントを

設けまして、その標準地の価格を評価して

いただくものでございます。こちらの評価

額は土地の評価になりますので、権利変換

する際の従前資産評価の計算ですとか、転

出される方の土地代としての補償費、そち

らの算出に用いることになります。評価に

つきましては、鑑定士３者から評価をいた

だいて、その平均値を取る形でございます

ので、内容は同一の内容となります。３者

からいただいたそれぞれの評価額を平均

し、補償の額を算定する内容になっており

ます。 

 それから、埋蔵文化財調査の試掘につい

てでございます。 

 現在試掘をしておりまして、これからま

た試掘が必要な状況になっております。埋

蔵文化財の本調査が必要かどうか、またそ

の範囲はまだ確定している段階ではござ

いません。千里丘ガードの施工時には包蔵

地があることは分かってございますので、

その部分に関しましては本調査を実施い

たします。今後、試掘をまた実施いたしま

すけども、その試掘の結果によりまして、

本調査をどの範囲まですることになるか

が決まってくるものでございます。 

 それから、最後に電線共同溝についてで

ございます。 

 本事業で実施いたします電線共同溝の

整備につきましては、委員からもお示しが

ありましたとおり、事務報告書２２６ペー

ジに記載しております公共施設等詳細設

計業務の中で、電線共同溝の実施設計を行

っております。また、令和２年度も同様に

基本設計を実施いたしております。電線共

同溝の整備は、府道にかかる部分もござい

ますので、役割や費用負担について、大阪

府茨木土木事務所と協議を行い、府道部分

に係る費用を負担していただくことで、令

和２年に電線共同溝の整備に関する基本

協定を締結しております。この基本協定で

は、年度ごとに対象事業と費用負担につい

て協定を締結することを定めておりまし

て、令和３年５月に年度協定を締結し、基

本設計と実施設計を対象事業としまして

費用を定め、設計完了後に清算することと

いたしました。これに基づく歳入が決算書

５５ページの電線共同溝整備委託金でご

ざいまして、この歳入に対する歳出の一部

は決算書１７９ページに記載されており

ます調査計画等委託料の中に含まれるこ

とになります。電線共同溝の委託だけを発

注している形ではございませんので、結果

として分かりにくい表記になっておりま

す。 

 以上でございます。 

○塚本崇委員長 藤井課長。 

○藤井連続立体交差推進課長 それでは、

連続立体交差事業に関するご質問に答弁

申し上げます。 

 まず、１点目でございます。 

 阪急電鉄株式会社に係る費用負担につ

きましては、基本的には事業費の６％を鉄

道負担と取り決めております。残りの事業

費につきまして、国が５５％、大阪府が３

０％、摂津市が１５％の負担割合で事業費

は決まっております。各年度の事業費も、

基本的には国、大阪府、市はこの割合で決
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めているのですけども、鉄道関連への６％

の負担は、事業が完了してトータルで６％

になるように、大阪府でこちらは調整して、

各年度の鉄道負担として決めていらっし

ゃいます。 

 この歳入と歳出の関係です。上から報償

金と修繕料は一部単費も含むのですけれ

ども修繕料と、手数料と、委託料につきま

しても市単独の部分がございます。土地借

上料、土地購入費、権利購入費、そして一

番額の大きい物件移転等補償費で、こちら

が連続立体交差事業で見られる事業費で

ございます。こちらの総計をしますと１８

億８，４７９万１４円で、そこに計算上の

事務費と消費税相当を足しこんだものが、

決算書の５４ページの歳入の連続立体交

差事業調査委託金で１９億３，７１５万５，

５５７円となってございます。 

 ですから、基本的にはこの中には６％の

阪急電鉄株式会社の負担で入っておりま

す。今のところはトータルで年度間の調整

をされています。 

 ２点目の用地の関係ですけれども、全体

では２６％ですけども、委員がおっしゃい

ました東側につきましては、先行して進め

ております。令和３年度の具体的な数字は

持ち合わせてないのですけれども、現在で

すと、令和３年度からかなり進捗もしてお

りまして、現在は全体として４４％ぐらい

用地の取得が進んでおります。 

○塚本崇委員長 杉山課長。 

○杉山都市計画課長 申し訳ございませ

ん。１点答弁もれておりました。 

 千里丘駅西地区再開発事業に関しまし

て、令和２年度の歳入では千里丘駅西地区

まちづくりと、令和３年度の歳入では千里

丘駅西地区再開発となっているのはなぜ

かとのお問でございました。 

 こちらにつきましては、本市の事業名と

いたしまして、令和２年度までは千里丘駅

西地区まちづくり事業として事業を実施

しておりました。こちらが令和３年度に事

業計画決定できる見込みであることを踏

まえまして、千里丘駅西地区再開発事業と、

事業計画に即した形で変更をいたしたも

のでございます。 

 以上でございます。 

○塚本崇委員長 三好委員。 

○三好義治委員 千里丘駅西地区の再開

発事業です。調査計画等委託料トータル的

な金額の中での進捗率についてお聞かせ

いただきたい。 

 １１月２日に開催された千里丘駅西地

区市街地開発の審査会において、委員７名

おられます。議事録の中にはその委員名簿

が載っていないのです。この審査会の条例

第１３条によると、公告してもいいことに

なっています。委員７名の構成をお聞きし

ます。それと、１回目の審査会やのに、こ

の議事録を公表していないのか、細かい話

で申し訳ないのですがお聞きします。 

 事務報告書で、２段書きの理由は分かり

ました。その受託者について、入札をした

のかどうか答弁漏れがあったので、この点

を改めてお聞かせいただきたい。先ほど野

口委員が言われている公共施設の誘致に

ついて、私も公共施設の誘致はやるべきと

の考えを持っているのです。この公共施設

の詳細設計業務の中に、その辺が入らない

のかと思います。 

 この事業は、令和３年６月３０日に事業

認可を受けました。その後に修正をかける

場合について、杉山課長から説明していた

だけますか。この事業計画書の中にそうい

うやつが載っていたと思うのです。事業計

画の変更、締め切りが令和４年８月２９日
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までの期間で事業計画の変更が可能にな

ってます。事業計画の変更について、こう

いう議会での意見がどの辺まで反映でき

るのかお示しいただきたい。 

 それから、標準地鑑定再評価業務で、３

社で基準地を決めて鑑定をされました。そ

の３社でどれぐらいの振れ幅があったん

かお聞かせください。全ての鑑定評価が同

じ金額とは思えないので、その振れ幅の中

でどの基準を評価額として定めたのか、そ

れはこれからの地権者にとって重要な額

になります。３社の鑑定評価を受けて、そ

の振れ幅の中でどれを採用しているのか、

お聞かせいただきたい。 

 埋蔵文化財は、現時点ではないと結論づ

けていいのですか。いろんなところで埋蔵

文化財が出た場合、調査期間中は事業を全

部ストップしなければならない。これは重

要な問題です。２回目ご答弁いただきたい。 

 阪急京都線連続立体交差事業です。いろ

いろ課題は伺っているので、私もそれを見

据えながらやっていきたい。ただ東側４

４％で、全体計画でいったときに、令和６

年度の事業に対して、今の見込みでいける

のか改めてお聞きします。万が一全体買収

ができなかった場合に、工事ができるとこ

ろから道路のつけ替え関係も含めて着手

していくのか、教えていただきたい。 

 決算ですから、本来令和３年度の事業進

捗状況でとどめるべき問題と認識してい

るが、一旦４４％と聞いたので、次どうい

う状況になるか、参考までに伺いたい。 

○塚本崇委員長 答弁を求めます。 

 杉山課長。 

○杉山都市計画課長 それでは、千里丘駅

西地区再開発事業についてのご質問にお

答えいたします。 

 まず、調査計画等委託料のトータルでの

進捗についてでございます。 

 調査計画等委託料につきましては、事業

期間でございます令和８年度までを見込

んでおりまして、全体で約１５億円になる

見込みでございます。現在、これまでに約

９億７，０００万円を執行しておりますの

で、全体１５億円に対しまして、金額の執

行率で申し上げますと６５％程度となっ

ております。 

 続いて、再開発審査会の７名の構成につ

いてでございます。 

 再開発審査会は、都市再開発法第５７条

第４項第１号に掲げる、土地及び建物の権

利関係または評価について、特別の知識、

経験を有し、かつ、公正な判断をすること

ができる者から任命する委員、こちらにつ

きましては５名でございまして、学識経験

者、弁護士、不動産鑑定士、税理士、司法

書士の方々へ委嘱をいたしております。同

法第２号に掲げる施行地区内の宅地につ

いて所有権または借地権を有する者、いわ

ゆる関係権利者、地権者の方々でございま

す。こちらの委員は２名でございます。公

表につきましては、条例に定められており

ますとおり、公告はいたしておりますけど

も、審査会の議事録のところで、公表して

いなかったのは、申し訳ございませんでし

た。 

 ホームページに掲載しております会議

資料の中に、委員名簿が含まれております。 

 続きまして、令和３年度に実施いたしま

した業務委託の入札か随意契約かとのお

問でございます。 

 令和３年度に実施いたしました業務は、

令和２年度に実施してきました基本設計

ですとか、これまで地権者との交渉の支援

とか、そういったことをしていただいた業

務を引き続き行うところでございまして、
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地権者との合意形成が構築されている者

に委託する必要があるですとか、基本設計

の成果を有している者に引き続き実施設

計の業務を委託する必要がございました

ので、随意契約の形でさせていただきまし

た。 

 続いて、公共施設等詳細設計業務につい

てでございます。 

 こちらの業務につきましては、公共施設

は、先ほどからご質問がありました公共施

設ではありませんで、駅前広場や区画道路、

こういったものを公共施設と呼んでおり

ます。実際に実施した業務概要といたしま

して、駅前広場の詳細設計、区画道路の設

計、平面交差点の詳細設計、歩道の詳細設

計、自由通路の詳細設計、それから先ほど

ご答弁申し上げております、電線共同溝の

設計を実施いたしております。 

 事業計画の変更についてでございます。 

 委員がお示しのとおり、事業計画の変更

を実施しておりますけども、こちらにつき

ましては、権利変換計画の策定を進めてい

く中で、合わせてこれまで行ってきた設計

について精査を行ったものでございまし

て、変更を行っております。今後、事業計

画の変更があるかどうかで申し上げます

と、現時点では予定はしておりません。 

 それから、議会の意見をどれだけ反映で

きるかでございますけども、現時点ではど

ういった変更があるかは見込んでおりま

せんけども、何かそういった必要性があっ

たときには、その時期に合わせて、委員の

皆さんのご意見を伺うことは可能かと考

えております。 

 続いて、鑑定評価額の振れ幅についてで

ございます。 

 ３者の鑑定評価額は、大体数千円程度の

振れ幅がございまして、その３者の評価額

のどれか一つを選ぶことではなく、３者の

平均を取りまして、それを評価額として採

用をいたしております。 

 続いて、埋蔵文化財の調査についてでご

ざいます。先ほどもご答弁申し上げました

とおり、包蔵地があることは確定しており

ますので、その部分に関しましては本調査

を実施する予定でございます。ただ調査の

内容につきましては、実際に本調査に入り

ましてからその調査の進捗や、どういった

ものが含まれておるのかと、そういったと

ころを見ながらになりますので、どれぐら

いかかるかは現時点では申し上げること

はできません。今後、試掘を行います結果

によりまして、本調査を実施する範囲がも

し拡大するとなれば、その分時間はかかっ

てくると考えております。 

 以上でございます。 

 試掘調査を実施した結果の報告書は、業

者に提出させておりますので、こちらにご

ざいます。 

○塚本崇委員長 三好委員。 

○三好義治委員 その資料の提出を求め

ます。 

○塚本崇委員長 藤井課長。 

○藤井連続立体交差推進課長 それでは、

私から連続立体交差事業に関するご質問

に答弁申し上げます。 

 現在の東側の用地の取得率は４４％で、

権利者数にしましたら、残っている東側の

権利契約が約５０件残ってございます。基

本的には残っている５０件、ほぼ今補償金

価格の算定も終わっていまして、交渉には

入れている状況でございます。我々としま

しては、今年度、来年度しっかりそちらも

交渉を進めて、用地の取得に取り組んでま

いりたいと考えてございます。 

 委員もおっしゃいましたけれども、でき
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るところから工事をやるのか、当然ながら

やはりなかなか契約いただけない案件も

出てくると考えております。そちらは、事

業主体であります大阪府と一緒に、仮線で

すので、まずは事業認定手続、それから収

容手続になってございます。そちらも今後、

しっかり勉強して事業に遅れのないよう

に取り組んでまいりたいと考えておりま

す。 

 以上でございます。 

○塚本崇委員長 三好委員。 

○三好義治委員 審査会スケジュールを

見ますと、１１月２日にやられ、過小の床

面積の基準を定められました。この基準が

居住地域については５０平米、商業地につ

いては２０平米です。この最大が５０平米

の表現になっているのが、どういう意味合

いかと思います。平成１０年に公営住宅法

の中では、床面積７０平米以上を目標に定

められた過去の経緯があるのです。そうい

った法律がありながら、審査会の意見書で

は、ここの部分については５０平米と出て

きているのはそういったことで決定され

たと思います。その辺についてお聞かせい

ただきたい。 

各委員の質問の中で、答弁がなされてい

ない過小床基準の住宅の５０平米以上に

ついて、税金の減額処置の面積が５０平米

から４０平米に緩和されている傾向もあ

るといったご意見があります。この５０平

米という過小の床面積の基準について、改

めて教えていただきたい。 

 この審査会、３月１１日に開催されて、

次に権利変換計画を令和４年の４月ぐら

いにされるのです。その間の権利変換計画

決定は、令和４年の秋と事業スケジュール

の中で出ています。令和３年１１月２日に

第１回目の審査会が開催されて、権利変換

計画を審査会で決めていく部分が、タイミ

ング的によくつかめないので、その辺教え

ていただきたい。 

 それと、事業変更計画が、先ほど言いま

したように、令和４年８月２９日まで意見

があれば変更できます。どの程度までの変

更が可能かよく分からないけど、再開発基

本計画の中で、Ｂ地区が開発事業の進捗に

おいて、都市計画道路、千里丘駅前線整備

計画で出ています。前回からずっと言って

いるように、大型バスがロータリーに乗り

入れできるようにしておかないと将来に

憂いを残します。大型バスを何とか入れら

れないか、先日も聞いたら２８人乗りぐら

いのマイクロバスは入れられて、今度道路

改良もしてくれる話は聞いています。Ｂ地

区のここの道路改良をやらない限りは、大

型バスは入れないと思っているのです。だ

から、Ｂ地区に対して都市計画道路、千里

丘駅前線の整備は、この再開発の基本計画

のＡ地区の事業認可とは別に考えたほう

がいいのか。Ａ地区の駅前広場の整備につ

いて、変更計画は来年の８月２９日までに

提出しなければならないのです。このスケ

ジュールでいくと。駅前等再開発特別委員

会は、協議会の開催という機会がなく、こ

ういう予算がついたときにしか開催され

ないので、ここまで詳しく聞かせていただ

いています。だから、議会として地元の意

見を反映しながら、これに基づいて我々将

来展望の中でのまちづくりのことを、意見

として申し入れしているから、それがどの

辺まで受け入れるかお聞きします。東口側

ロータリーでのタクシー乗り場の課題も

多くの議員が言っています。今回の千里丘

駅西地区再開発事業でそういった失敗は

許されないと思うのです。真剣に議会とし

てこういったことを慎重審査していかな



- 22 - 

 

ければならない中で、変更可能ならばいつ

ぐらいのタイミングで、またこの委員会の

開催についても見据えたい。その辺につい

てお答えをいただきたい。その中で、例え

ば権利変換の中で公共施設がこの駅前広

場のビルの中に何とか誘致できないのか、

１例やけども、それこそ税務署か、国の出

張機関に来ていただきたいとか市民から

はいろいろとあります。単なる会議室だけ

でなく、利便性を高める出張機関である法

務局に来ていただいたり、保健所に来てい

ただいたりできればと考えます。ああいっ

たところなら、交番も一緒になってくると

思うのです。こういった議論もしていきた

い。 

 阪急京都線連続立体交差事業について

は、これからまた大変やと思いますけど、

中間報告をしていただきながら進めてい

ただきたい。 

 以上です。 

○塚本崇委員長 答弁を求めます。 

 杉本課長。 

○杉山都市計画課長 それでは、千里丘駅

西地区再開発事業についてのご質問にご

答弁いたします。 

 過小床基準についてでございます。過小

な床の基準は、都市再開発法第７９条の規

定に基づき、定めるものでございまして、

権利変換により区分所有となる床面積が

過小となる場合は、床面積を増して適正な

ものとすることが原則で、過小な床の基準

は同法施行令第２７条の規定によりまし

て、人の居住の用に供される部分は３０平

米以上５０平米以下、事務所、店舗、その

他これらに類するものの用に供される部

分は１０平米以上２０平米以下の範囲で

定めることと規定されております。 

 本市の案といたしまして、人の居住の用

に供される部分は５０平米といたしまし

て、これにつきましては本市住宅マスター

プランで良質な住宅供給の誘導策として

掲げている、大阪府の長期優良住宅認定制

度の基準であります５５平米以上を参考

といたしたものでございます。また、事務

所、店舗、その他これらに類するものの用

に供される部分は、床面積を細分化します

と用途が制限され、非効率な運用となるこ

とを懸念いたしまして、２０平米といたし

たものでございます。 

 続いて、道路拡幅についてでございます。 

 現在の計画におきましては、先ほど野口

委員のご質問にもご答弁いたしましたと

おり、駅前のロータリーにつきましては、

大型バス、いわゆる１１メートルほどの大

型バスは乗り入れすることはできません。

中型のバス、９メートル程度のバスの乗り

入れは、都市計画道路千里丘駅前線の整備

をせずとも、現在の計画で乗り入れできる

計画になっております。しかしながら、千

里丘駅前線は駅前広場につながって府道

大阪高槻京都線にもつながりますので、こ

ちらの道路整備につきましては、重要な路

線であると考えております。本事業の進捗

状況に合わせて整備をしていくことが望

ましいことは認識いたしておりますけど

も、どの時期に着手するかは、まだ具体的

に検討は進んでおりません。今後しっかり

と着手時期をいつにするか検討してまい

りたいと思っております。 

 公共施設の誘致についてでございます。

先ほども答弁申し上げましたとおり、市で

床を取得したりとかといったことで公共

施設を誘致することになりますと、床の取

得費用に大変費用がかかってくるところ

で断念してきたところでございます。今後

保留床の処分は、今後決定いたします特定
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建築者に委ねることになりますけども、こ

れから商業業務施設等のテナント等の誘

致もいたしますので、そういった中で、委

員がお示しの施設が導入できるかどうか

に関しましては、今後特定建築者が決まり

ましたら、協議することは可能かと考えて

おります。 

 再開発審査会におきましては、これまで

権利変換計画についてご審議いただきま

して、それをもって縦覧手続を行いました。

権利変換計画は、審査会のご審議をいただ

いた後、決定する流れになります。 

 以上でございます。 

○三好義治委員 要望だけにしておきま

す。広範囲に質問しましたけど、冒頭で申

し上げましたように、駅前等再開発特別委

員会は予算審査や決算審査ぐらいしか質

問できないので、お許しいただきたい。 

 Ｂ地区の部分で、今ご答弁いただきまし

た。単なる整備でなしに、１０年先５０年

先を見据え、大型バスが進入できるぐらい

に、大は小を兼ねると考えて道路計画をこ

れから改めて組んでいただけることを要

望しておきます。 

 Ａ地区に関しては、特定建築者が決定さ

れて事業が進み出す前に、またいろいろと

提案もいただきながら、公共施設が何とか

誘致できたらと考えます。これは単なる会

議室でなく、国の出張機関で摂津市民の利

便性が高められるものを誘致することが

可能となるよう努力していただくことを

要望して、質問を終わります。 

 以上です。 

○塚本崇委員長 南野委員。 

○南野直司委員 何年かぶりに駅前等再

開発特別委員会に戻ってまいりました。ど

うかまた、よろしくお願いします。 

 摂津市の、将来を左右する大きなこの二

つの事業、一つは阪急京都線連続立体交差

事業であります。私も地元に住んでおりま

すので、多くの市民の方からいろいろ相談

を受けております。引き続き、それぞれの

ご家庭の事情等に、しっかりと寄り添って

いただいて、事業を進めていただきますよ

う、要望します。よろしくお願いします。 

 それから、千里丘駅西地区再開発事業で

ございます。 

 いろいろ議論を聞かせていただきまし

た。摂津市のまちづくりの将来像として、

誰もが住んでよかったと思えるまちづく

りが非常に大事です。千里丘駅西地区は、

吹田市の方が多く利用されております。例

えば、鳥飼地域の方が、千里丘駅西地区で

いいまちづくりができたと言っていただ

けるまちづくりに期待をして要望としま

す。どうかよろしくお願いします。 

 以上です。 

○塚本崇委員長 では、以上で質疑を終わ

ります。 

 暫時休憩します。 

（午後０時８分 休憩） 

（午後０時９分 再開） 

○塚本崇委員長 再開します。 

 討論に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○塚本崇委員長 討論なしと認め、採決に

移ります。 

 認定第１号所管分について、認定するこ

とに賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手する者あり） 

○塚本崇委員長 賛成多数。 

 よって、本件は認定すべきものと決定し

ました。 

 これで本委員会を閉会いたします。 

（午後０時１０分 閉会） 
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り署名する。 
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